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今回平成30年7月豪雨に実際に被害のあった岡山県倉敷市真備町岡田地区と兵庫県神戸市灘区篠
原台に右のアンケート用紙を配りました。
最終的に回答が得られた約200枚回収しました。

私たちは災害時に逃げていない人をどうすれば逃げてくれるのかを考えています。「防災意識
調査の第一歩」として災害情報には必須である「聞き書き」に注目し、「防災聞き書き隊」を
結成しました。

現地に行き、被災された方々の思いや教訓をそのまま聞く「災害エ
スノグラフィー」を意識してインタビュー調査を行いました。

10月17日と11月28日の2回、岡田地区を訪問し、合計7人に話を聞き
ました。そこから地域コミュニティの大切さ、住民と住民同士での声
掛けなど、地域で災害に強い街づくりを作ることが重要であると学び
ました。

11月21日には篠原台へ2～3人1組になり、実際に被災した5軒の家に、
同じくインタビュー調査を行いました。避難経路や避難所等の確認、事
前の備え、早期避難の大切さはもちろん、災害時に防災行政無線の街頭
スピーカーが、環境音によって聞き取りづらい状況でした。そこから情
報を多くの人に伝える手段を考え直す大切さを感じました。


